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結 語
1
〈詩経〉は並 々ならぬ独特な詩で,中 国古代社会の生活のあ りさまが不思
議なほどうつされている一幅の画といって よい。 〈詩経〉が古代中国人民の歴
史を啓示 していることは,お そ らく古代中国にかんす る多 くの歴史的 ・人類誌
学的著作やその他の著作よりもず っと完全かつ深刻か もしれない。
中国や外国で く詩経〉はいろいろな観点か ら研究されている。中国の学老
の多 くの著書でこの本が歴史の記念碑として研究されているのは,古 代中国の
社会構造,古 代か らず っと保存された社会関係,習 慣と儀礼,周 時代の物質的
文化の発展について貴重な報告をふ くんでいるか らである。 〈詩経〉中の作品
には古代中国の生活が多様な うちに しか も完壁に描かれている。 〈詩経〉はす
でに学老たちに よって非常に高い評価を うけたが,特 にその民間歌謡は生活 の
歴史的条件,古 代中国人の人類誌学的特徴を理解するための源泉として価値が
ある。その歌謡には生 々と色どられた人民の明確な歴史,各 方面にわたる人民
の日常生活やその鮮かな特徴がみえる。 これ らの問題はつねにそれぞれの時代
での中国の研究家たちに異常な興味をかきたてさせた。過去の歴史家や文献学
者の数多い著作はそのために書かれた ものである。現代中国で最 も傑出した学
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者の王国維,郭 沫若,鄭 振鐸などの研究ではこれ らの問題に大きな注意がむけ
られている。かれ らは く詩経〉の諸問題にかんする仕事で多大な貢献を した。
最近 これ らの問題を新たに研究した中国の有名な文芸学者が一連の興味ある著
作を出した。ここでは特に,王 培と磨安泰の著作,江 逢倫,胡 硫簑,高 亨その
エ 　 き る ろ
他の人びとの論文をあげねばな らない。
〈詩経〉は儒教の経典 として多 くの学者に研究されている。 〈詩経〉の注
釈の豊かな資料の うちに,儒 老内部の諸学説のさまざまな戦いとその学説の発
展を容易に見 ることができる。われわれはその資料 と注釈によって儒教の支配
思想と儒者の政治的意図を もった 「物事,支 配および儀礼の理想的秩序」にか
んす る儒教の教えを知 ることができる。 ここで特に興味ぶかいのは,著 名な哲
学者で文献学者の朱烹,文 学者でまた学者で もある欧陽修,注 釈家として有名
　 セ
な孔頴達,古 代の学者毛亨,そ の他の人の書いた ものである。これ らの非常に
さ 　
す ぐれた研究家 と注釈者の著書には,〈 詩経〉の研究と注釈上の多 くの問題に
ついてさまざまな時代の儒老の見方や考えの推移が記 されているし,儒教世界
観における各種の学説 と傾向の衝突と闘争が反映 されている。
古代漢語 としての く詩経〉は言語学老にとって も古代漢語の音韻を明かに
す る方法とな り貴重な材料である。
この書物のおかげで,古 代漢語の歴史と進展,あ るひとつの形態か ら他の
形態への移向が しらべられるか もしれない。
中国の言語学者たちによって く詩経〉の音韻構成研究にかんする彪大な文
献がつ くられた。 この問題にかかわ る何十何百の研究の うちで,陳 第,顧 炎武,
　む 　ユ
孔廣森,夏 折といった立派な学者たちのたいへん貴重な書物をあげねばな らな
　 　き
い。 これ らの研究のおかげで く詩経〉のテキス トを正 しく読み,こ の詩の当初
の音韻を明かに し,'たったひとつ しかないこの記念すべき書物の古代の記録に
含まれ る多くの秘密を解きあか してゆけるようにな ったのである。
以上にあげた く詩経〉の研究方法は何れ も全 く合則的であ り,この書物の
ための特殊な方法 と分析をまとめている。
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II
最後に,〈 詩経〉は記念すべき古代中国文学として,世 界文学を構成する
一部 としてと りわけ興味がある。 〈詩経〉は西周(紀 元前1122--770)と春秋
(紀元前772-481)の中期において,中 国人の民間創作が高い芸術性を もつ詩
の形式を とって,正 義 とヒューマニズムの思想,鋭 い葛藤,深 刻な社会的毛チ
ーフで貫かれていたことを まぎれ もな く証明 している。
中国文学は じめてのジャソル(拝 情詩と仔事詩)は 主として,労 働 の 過
程,農 耕労働 部族の戦争での勲 し,人民の生活,礼 拝,儀 礼の しきた りとむ
すびついた人民の 創 作,民 間歌謡 を 基礎に して形成 された ものであることも
く詩経〉は証明す る。
〈詩経〉特に く国風〉の民間歌謡は内容か らいって,中 国社会の精神生活
において,そ の思想闘争において,何 世紀にわた って非常に重要な役割を果 し
た。
〈詩経〉はまた,民 間歌謡 とむすびついた拝情的 ジャソルが社会発展の過
程において非常に複雑な社会的内容を獲得 していることの証 しに もなる。民間
創作のジャソルはテーマのうえでは豊富 とな り,その芸術的な具体的表現にお
いて高い段階にたかめ られた。 しか もわれわれは,集 団創作の うちに生れた民
(84) 人 文 研 究 第54輯
間歌謡が,時 代の矛盾 と葛藤をさらに表現 し,尖鋭な思想闘争,哲 学の諸問題
を もた らした個人の好情詩へどのように して転化 していったかをみることがで
きる。
〈詩経〉特に く国風〉と く小雅〉の作品は楓刺と暴露のもっとも有力な方
法,社 会非難の表現 とな った。
中国の文芸学老たちの多 くの研究は,〈 詩経〉の思想内容,社 会的モチー
フ,そ の詩歌の芸術的技巧,人 民性 とリアリズムの傾向にむけられている。現
代の学者,特 に く詩経〉の新 らしい側面を解明している郭沫若 と鄭振鐸の著作
では,ま たこの古代文学の思想内容と芸術形式の複雑な問題に客観的に科学的
マルクス主義の立場か ら光をあてようとした王瑠,麿 安泰,丁 力,葉 聖陶,張
ユる 　う 　　
西堂,そ の他の現代中国の学者め論文では,こ れ らの問題に特別な注意がは ら
ユサ
われてい る。
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15.丁 力,中 国詩歌 的優良傳統,古 典文学 研究彙 刊第 一輯,上 海 古典文学 出版社,
1955年。
16.葉 聖陶,中 国文学 の伝統(ロ シャ語版 《人 民中国》,第4号,1957年)。
17.張 西堂,詩 経 六論。
〈詩経〉を研究することに よって,そ の詩歌作品には古代における中国人
民の歴史的発展,そ の偉大な創作上の努力,伝 説上の偉業と勲功にかんす る数
多 くのことが鮮かに反映 されていることがわかる。人民 と世に知 られぬ詩人た
ち,こ の巨匠群の創作は人民の天才のす ぐれた志向をたすけて輩固な ものに し
た。 〈詩経〉の多 くの歌謡と頒詩は日常生活やその部族で活躍 して名を成 した
人を末永 く記念 し,大胆不敵な人びと,讃 美すべき戦い,家 や部族の幸福のた
めに手柄をたてたす く・れた人物を記念 し,日常のできごと,習慣,自 然への憧
憬,恋 愛の拝情詩を保存 したがる古人の気持をあらわ している。
中国語か ら直接翻訳 したア ・ア ・シュ トゥーキンの 《詩経〉全訳は詩的翻
訳 として ロシヤ語では最初のものである。該博な知識と専門的技巧で完訳をみ
た この非常に貴重な労作が上梓された ことは,こ れまでわが東洋学に存在 して
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いた欠陥をおぎな うものである。シュ トゥーキ ソの翻訳は ソビエ ト人民と深い
友情,兄 弟の絆でむすばれた偉大な中国の古代文化研究において特筆大書すべ
き事件である。
〈詩経〉の歌謡は人民のたましいを反映 している。この本の第一部が く国
風〉(〈 国のてぶ り〉)と よばれているのは怪 しむにた りない。
<それぞれの国民の詩には とヴェ ・ゲ ・ベ リンスキーはい う 国民
意識の直接的 な 表現がある。それゆえ詩 は 国民生活 とのかかわ りが密接であ
る。詩が国民的な ものであ り,一国民の詩が他国民の詩とは異った ものである
のはこのためである〉。人民のよりよい希望を創作に反映できた世界の大詩人
　 し
たちの人民のたましいでつ らぬかれた不滅の作品のように,〈 詩経〉 もそれに
内属す る人民のたましいによって滅びることなきものとな っている。それゆえ,
〈詩経〉は今 日にいたるまで偉大な中国人民の民族遺産であ り,民族の誇 りな
のである。
真に不朽の若 さを獲得 した く詩経〉はわれわれの時代 までその魅力を うし
なわず,現 代の読者に生 々とした反響を よびおこし,人 の心を惹 きつけ,よ ろ
こば し,感動させずにはおかない。人びとの意識に,人 民の記憶に,永 遠に生
きることのできるのは,生 活の真実を反映す る芸術作品だけである。
中国人民の文学遺産は偉大であ り,きわめて貴重である。そ こには中国人
民の知恵,精 神的特徴 と気質が反映 されている。中国文学,中 国詩の創始者と
古典作家のすば らしい作品は,中 国人民のた くましい道徳的力量,自 由愛好の
気持 と独立心,繁 栄と正義を志向す る精神の芸術的表現である。
18.ヴ ェ ・ゲ ・ベ リン スキ イ,古 代Pシ ヤ詩(全 集,
-308頁。
モ ス ク ワ,1954年,第五 巻)307
訳 者 あ と が き
翻訳で甚だ申し訳ないですが,そ れで も 「人文研究」にのせて下さった編
集者にまずおん礼申 し上げます。今か ら十何年 も前の1961年に 「詩経研究」の
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序論の翻訳を 「人文研究」にのせさせていただきました。私としては序論だけ
で も 「人文研究」にのったことで満足 してお りました。 ところが今春東大へ赴
任 され る前の伊藤漱平教授 と面曙のさい談 フェ ドレソコの 「詩経研究」 に及
び,そ の翻訳が序論だけで結論がないのはおか しいか ら,そ してさらに故倉石
武四郎先生のお墨付 もあることゆえ 「人文研究」にのせた らどうか,と のおす
すめ も頂いたわけです。そ うい う経緯で倉石先生のお手紙 とともにこの結語の
部分を 「人文研究」にのせて頂 きました。いまや亡 き倉石先生の憲にこの拙訳
をささげたいと思います。倉石先生のお手紙は次頁にあ ります。
倉石先生のお手紙は次頁にあ ります。
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